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こんにちは。きゅうしょくカンガルー！（奈良の学校給食を考える会）です。  

夏も近づく八十八夜。長いゴールデンウイークいかがお過ごしでしょうか。  

私たちは、今年もおいしい給食＆ほんとうの食育をめざして活動しています。  

 

このメルマガは、私たちの活動や奈良県内の給食をめぐる状況をお知らせしたく、

今までの活動の中で連絡先を交換させていただいた方を中心にお送りしています。 

メルマガ解除をご希望の方は、お手数ですが、  

oishiikyusyoku@gmail.com まで解除希望の旨をお書き添えの上ご連絡ください。 
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1 宇陀ランチ・プロジェクト取材  
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・宇陀ランチ・プロジェクトとは  

宇陀市では、2015 年度に「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」という 5

か年計画を策定しました。その中で、現在 10%の学校給食地産地消率（宇陀市産

率）を 5 年後に 20%にするという目標が決まりました。その目標を後押しすべく、

策定委員会に市民の立場で参画した 4 人を中心に、昨年 12 月に立ち上げた団体

が「宇陀ランチ・プロジェクト」です。  

「宇陀・ランチプロジェクト」自身が、2016 年度の学校給食納入指定業者にな

ったので、できるだけ多くの市民の方に協力いただいて作物を作っていただき、

「宇陀・ランチプロジェクト」が取りまとめて学校給食に納入します。作物を作

ってくださる生産者を募集中です。また、体験農場としてプロジェクトの畑でジ

ャガイモや人参なども育てています。  

納入指定業者になるのはとても難しいはずですが、今回「宇陀ランチ・プロジ

ェクト」は、市として掲げた学校給食地産地消率アップを実現するために必要な

存在として、特別枠という形で教育委員会にて審議・承認され、なることができ

たのだそうです。  

 

・収穫と課題  

昨年 12 月の立ち上げから、月 1 回ペースで教育委員会、給食センター、まち



づくり支援課と話し合いを続けてきました。直近の話し合いでは、管理栄養士さ

ん、調理師さん、生産者さんも交えて話すことができ、今までミスマッチが起こ

っていた問題がクリアになり、「その野菜なら生産者がいる」「その量なら作れる」

「その規格なら作れる・使える」「その値段なら納入できる・買える」と、実のあ

る話ができ、大きく前進しました。  

例えば、小松菜は地元で作られているはずなのに市内産がゼロだったのですが、

市内産の小松菜納入の目途が立ちました。また宇陀市では中国産食材は使わない

方針なので、ほぼ中国産しか流通していないキクラゲが使えなかったのですが、

全国的にもめずらしい国産キクラゲの生産者が市内にいることが分かり、納入で

きそうな話になりました。  

市民や保護者が行政に意見するとき、行政を批判するのではなく、こどもたち

のため、地域の農業を盛り上げるために、一緒に知恵を出し合い、協力しあいま

しょうと手をつなぐ関係を作ることが大切だと感じます。そのためにはお互い視

野を広く持ち、大同団結することが必要ではないでしょうか。  

一方で課題もあります。生産者には会員になってもらい会費をいただきますが、

納入にあたっては中抜きなしで納入してもらう予定です。しかし「宇陀ランチ・

プロジェクト」のスタッフがいつまでもボランティアでは頑張れないので持続可

能な運営方法を模索中です。また、実際に納入にあたっての流通経路もこれから

調整が必要です。  

「宇陀ランチ・プロジェクト」は、奈良 NPO センター主催「ならソーシャルビ

ジネスコンテスト」で大賞を受賞しました。そこでの好反応が自信にもつながり、

その後「平成 28 年度宇陀市まちづくり活動応援補助金」の交付事業としても採

択されました。「地域のものを地域のこどもたちに食べてもらう」という意義に共

感してくれる生産者を募り、つながりを作って、みんなで一緒に取り組んでいき

たいです。  

 

・目標  

いま耕作放棄地が増えているのは、高齢化で作れなくなった生産者の後を継ぐ

人がいないからです。学校給食地産地消率アップというツール（仕組み）を使っ

て、農業を「夢を持って稼げるもの」にしたい。頑張っている人が報われる仕事

にしたい。そしてひとり勝ちではなく、同じ方向を向いて協力できる関係をつく

りたい。この取り組みを通して、もっともっと地域のことに目を向ける人を増や

し、地域が子どもを育てるという雰囲気や地域のつながりを復活させたい。そう

いう地域を子どもたちに残したいというのが一番の願いです。学校給食というテ

ーマでスタートしたプロジェクトですが、夢は大きく広がっています。  
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